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エ ゾ シカ 管 理の あ り ⽅検討部会
中間報告の概要

〜 次 期北海 道エ ゾ シカ 管 理計画 の 策 定に 向け て 〜

北海 道環 境⽣活 部環 境局 自然環境課

現⾏の 「 北海 道エ ゾ シカ 管 理計画 」

 ⽬的︓エ ゾ シカ と ⼈間 と の 軋轢の軽減と共生、持続可能な利⽤

 地域別目標(個体数指数※）

※基準年の 推定⽣息数を１ ００ と した 時 の 相対値

現状

初期値
(基準年）

現在値
（2019）

目標値 現在の傾向

東部地域 １００
（1993）

１２８ ５０以下 減少

⻄部地域 １００
（2000）

２５７ １５０以下 横ばい→増加

南部地域 １００
（2011）

２９７ 減少に転じさせる 増加

東部

⻄部

南部
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個体数管理のイメージ

大発生水準

暫定目標水準

許容下限水準

緊急減少措置

持続的利⽤措置

漸増措置

緊急保護措置

被害が社会問題化した
1980年代の ⽔準

絶滅リスクが高まる水準

許容下限水準を割り込む
恐れのない水準

今はこの辺り
（地域差有）

現状

エ ゾ シカ 捕獲〜 処理・活 ⽤

エゾシカ捕獲推進プラン（道が示す捕獲目標数）

許可捕獲（被害防止等）
・市町村主体
・捕獲報奨⾦等

【４割】 【６割】

狩猟
・個人主体
・規制緩和

【１割】【９割】

廃棄 有効活用

自家消費【４割】 食肉【２割】【１割】

ペットフード

担い手

狩猟免許所持者

７：３

３：７

現状
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課題

各段階での課題を整理するため、本部会で継続的に検討

データ収集・蓄積

資源量の 推定・価値︖

捕獲・搬入

施設数・捕獲技術・捕
獲体制︖

施設運営

仕⼊・製造・販売︖

流通・消費

安定供給・衛⽣管 理・
価格︖

被害管理

高水準の被害
被害軽減の ⽬標︖

本日の課題

資源管理

利⽤量・地域 管 理︖

調整

課題

関係者間の合意形成

被害管理
被害低減

個体数抑制
被害防止対策

資源管理
持続的利⽤
個体数維持
利⽤率向上

農業被害・林業被害
生態系被害・交通事故

ジビエ・ペットフード
その 他利活 ⽤・新産業創出

「 ⾏政」
適正管理

「施設」
原料確保

「被害者」
被害軽減

「狩猟者」
様々な価値観

関係者間の合意形成が必要 経済波及効果＆

課題
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関係者間

の調整

捕獲推進

被害防止

有効活用

今後の方向性
今後

資源量の検討

捕獲目標の設定

被害防止・有効活用の観点から検討

新た な管 理⽔準の 設定

新た な管 理⽔準の 設定今後

大発生水準

(旧)暫定目標水準

許容下限水準

最低必要資源量

持続的利⽤に 必要
な資源量を個体数
管理の要素に追加

この範囲で
個体数を管理

※ 現状は大発生水準を超えており、当面は捕獲強化による個体数削減が必要


